
三高ドリームプロジェクト



2

三刀屋高校2018（H30）年度
三刀屋高校キャリア教育の流れ
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課題研究

授業 家庭学習

課題発見力・課題解決力・プレゼン力

知識・技能、
思考力・

判断力・表現力
基礎学力
の補強

三刀屋高校の目指すべき姿 (学校経営方針 資料より)

三高ドリームプロジェクト 三高トライアングル学習
～授業・家庭学習・課題研究の有機的結合を目指して～
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「三刀屋高校キャリア教育推進室」がH29年度実施したこと

H29年度実施したこと

①総合学習の抜本的なプログラム改変
→次期学習指導要領を見据えた「探究的な学び」を行うためのプログラム変更

②総合学習の体制作り
→総合学習を「チーム教員」で行っていくための体制作り
→教員だけではない「地域に開いた」授業運営

③総合学習の事前共有会、振り返り会の実施
→総合学習の「授業改善」を行っていくための振り返り文化構築



① 総合学習の抜本的なプログラム改変

育みたい生徒像、育てたい資質・能力を全教員で研修を通じて熟議。
研修を踏まえつつ、総合学習カリキュラムの抜本的な改変を行った。
上記の大きな流れを意識しつつ、今年度の総合学習に関してはマイナー
チェンジを行っていった。

●各教科ごとに授業内容を開発中（社会探究ゼミ）●育てたい生徒像を全教職員で熟議
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目指したい生徒像と育みたい力
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■目指したい生徒像 （H29学校経営目標より）
「ふるさとを愛し、高い志を持って社会に貢献する人材」
⇒高い学力と実践力を持ち、世界を見据えながらも
主体的かつ創造的に地域が抱える課題解決に取組む人材

■目指したい生徒が持つべき資質・能力 (17.09.22 モデル事業教員研修会においての意見交換よりまとめ)

資質・能力 概要
①広い視野(多角的な視点) 多角的な視点で物事を捉える力
②当事者意識(主体性) 身の回りの課題や所属するコミュニティに対して自分の問題として捉える力
③目標設定力(計画力) 自ら高い目標を設定、目標の実現に向けて計画を立てる力
④思考力(批判的) 問題の原因や構造を深く考え、因果関係を整理する力
⑤実践力・実行力 掲げた目標や解決したい課題に対して、一歩踏み出して行動する力
⑥自己主張・自己表現 自分の気持ちや考え、意見を相手に伝える力
⑦協働する力 異なる世代・背景や価値観を持つメンバーとも協働して物事を進める力

⑧振り返る力(メタ認知) 目標に対して、自身の現状を客観的に見つめて改善する力
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H29年度-H30年カリキュラムの大きな変更点

■カリキュラム変更点
①「フレッシュマンセミナー」を２泊３日から１泊２日に変更する
⇒合宿の中で行っていた職業調べを「課題研究Ⅰ」の内容と重複するため、課題研究Ⅰで扱うことで対応する

②探究学習への動機づけをおこなうプログラム「社会探究ゼミ」の新設
⇒１年次の最初に、学びへの意欲や探究活動に対する動機づけを行うためのプログラムを実施する

③探究学習に必要なスキルを学ぶ「探究スキルゼミ」の新設
⇒H29年度まで実施の「図書館からはじまる学びのガイド」の内容を拡充して、探究学習に必要なスキルを身につける
プログラムをキャリアチームで担当する

④１年次の課題研究の名称を「地域産業研究」から「未来創造探究Ⅰ（課題研究Ⅰ）」への名称変更
⇒内容は大きな変更はなく、H29年度の内容をもとに反省点を活かしたマイナーチェンジをおこなう

⑤２年次「未来創造探究（課題研究Ⅱ）」を「個人研究」から「グループ研究」へと変更する
⇒個人研究による教員のフォローの肥大化と探究の質の向上を目指して、グループ研究をおこなう

⑥「未来創造探究Ⅰ」「未来創造探究Ⅱ」ともに、担任・副担任・学年付を含めた学年団全体でのフォ
ローをおこなう
⇒授業の関係により学年団総動員は難しいが、1人1人の負担感を軽減するためにも可能な限り学年団全体でのフォロー体制を敷く

⑦課題研究の成果として、「論文」を作成することで、課題研究と進路の接続をはかる
⇒個々の進路実現(推薦入試等の活用)を見据えた形で課題研究の成果物を作成する



H30年度 改定案

４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

１
年
生

目的

内容

２
年
生

目的

内容

３
年
生

目的

内容

[HOP]
-探究の動機づけとスキルを学ぶ-
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H30年度 ３年間の総学・産社を中心とした「探究学習カリキュラム」

[STEP]
-探究のやり方を学ぶ-

生徒間の
関係構築

未来創造探究Ⅰ（課題研究Ⅰ）

未来創造探究（課題研究Ⅱ）

仮説の検証調査 インタビュー・アンケート他 研究発
表準備

発
表
会

未来創造探究Ⅱ（課題研究Ⅱ）

グループテーマ設定
予備調査・研究計画書

フレッシュ
マン
セミナー

マイ
テーマ
探し

マイテーマ
発見

[JUMP]
-探究の実践-

論文作成

課題研究と
進路をつなげる

志望理由書

テーマ設定・
予備調査

仮説の検証調査
インタビュー・
アンケート他

研究発表
準備 発表会

東京研修

[JUMP]
-探究の実践- 課題研究と進路をつなげる

探究
スキル
ゼミ

社会探究ゼミ



■社会構造の変化
…知識基盤社会への移行
「情報処理能力」から「情報編集能力」重視の時代へ

文科省(2013)『今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（高等学校編）』

総合的な学習の時間の方向性：
（1）探究的な学習（2）協同的な学習（3）体験活動の重視（4）言語活動の充実（5）各教科・科目との連携

【情報収集】

【整理・分析】

・問いを立てる
・情報収集
・情報・データの分析
・課題発見
・解決策の構想
・表現（論文・プレゼン）
・実行

■ 知識活用
■ 思考力・判断力・表現力
■ 主体性・多様性・協働性

現代人に求められる
リテラシーの育成

■探究のプロセス
①【課題の設定】
②【情報収集】
③【整理・分析】
④【表現】

問いの設定
⇒探究の過程①～④の
経由
⇒思考・価値観の更新
⇒次なる探究へ

【課題の設定】

【まとめ・表現】

■自治体のビジョン
…雲南市のめざす人材像「課題解決人材」
まちの掲げる目標との一致

高校における探究学習が求められる背景

「探究カリキュラム」の前提となる三刀屋高校なりの考え方

三刀屋高校の「探究カリキュラム」は上記をベースに全て設計されている



探究学習の種類とレベル分けによる段階的な「探究カリキュラム」

探究学習は、教師や周りの大人が探究を進める道筋をどれだけ示すかによって、
「コントロール探究」「ガイド探究」「フリー探究」の3つのレベルに分けられる。

コントロール探究

ガイド探究

フリー探究

指導者が用意した問い
と手順にしたがって学
習する、トレーニング

のための探究

指導者が問いや手順を
生徒が選択できるよう
用意し、支援する探究

問いも手順もすべて
生徒自身で準備する、

本格的な探究

探究活動のレベル 探究の内容 問いの
生成

探究の
手順/手法

レベルC

レベルB

レベルA

生徒が考える

指導者が考える

レベルA

レベルB

レベルC

コントロール探究：探究に必要なスキルなどを習得するための探究

ガイド探究：習得した探究スキルを活用し、支援を受け行う探究

フリー探究：習得し、活用した探究スキルを援用した本格的な探究

出典：思考を深める探究学習 アクティブ・ラーニングの視点で活用する学校図書館 桑田てるみ 2016

1年次は「コントロール探究」→探究の「型」を先生方にリードしてもらいながら学ぶ。

2年次は「ガイド探究」→1年次で学んだ型を「実践」しながら生徒自ら学んでいく。



実際の総合学習の授業風景
■課題設定

先生方に研究チューターとしてついてもらい
研究していくテーマ（課題設定）を行う。

■H29年度実施の授業風景
（1年生）

■まとめ・表現
研究内容をメンターの先生と共に深め、
中間発表で専門家から研究内容
に対してフォードバックをもらい、
最終発表で研究の成果発表を行う。

■整理・分析
（フィールドワーク）

研究テーマを頭だけで考えるのではなく、
実際のテーマの現場に足を運び、
そこで課題に向き合っている
大人からヒアリングを行う。

現場で見て聞いてきたことを踏まえ、
更に研究を深めていく。

■情報収集
テーマの知識・背景情報などを
インターネットや書籍を使って

チームで調べていく
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② 総合学習の体制作り

【地域の方々】
→課題研究のテーマ掘り下げ、中間発表のフィードバックをする役割として授業をサポート

【先生方】
→生徒たちの課題研究のチューター（研究指導者）として1人4班程度の班を持って指導

●先生方の研究チューター制度実施 ●地域の方々と先生方が一緒に授業
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生徒が「探究的に学ぶ」ための授業の工夫（一例）

【授業意図】
→生徒たちの心の奥底から思っている
「興味関心」と「課題研究」にしていくテー
マを紐づけていくために地域の大人に話をし
て自分の考えをまとめていく。（課題研究の
“やらされ感”の克服。）

●トークフォークダンス ●マシュマロタワー

【授業意図】
→自分の知ってる友達以外と人間関係を築い
ていくことが苦手な島根県の子達が「安心・
安全」な状態で課題研究を行っていくための
チームビルディング。（チームで「協働」し
ていくための土台作り。）



課題研究Ⅰ・Ⅱ 指導体制案
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学年主任

学年団キャリア教育推進チーム

１組 2組 3組 4組

担任

副担

キャリア教育主任

キャリア教育チームメンバーコーディネーター 学年付

農林業

キャリア教育企画チーム

医療 福祉 まちづくり 教育ビジネス

【キャリアチームの役割】
◯授業の企画・設計・開発
◯各探究コースの進捗管理
◯各探究コースの地域コーディ
ネート

【学年団教員の役割】
■授業内
◯担当の探究班の伴走
-課題設定支援
-研究計画設計支援
-振返り支援
-アクションプラン設計支援
-関係の質改善支援

■授業外
◯探究ノート(ポートフォリオ
評価)へのコメントアドバイス

◯学年団MTGにおける進捗共有

キャリア教育推進チーム（学年団）

実施体制役割図

地域の人材

【地域の大人の役割】
◯専門的な観点・現場の観点か
らのフィードバック
◯フィールドワークの受入れ

コーディネートチーム
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③ 総合学習の事前共有会、振り返り会の実施

●コーディネーターによる授業事前共有会 ●先生方とコーディネーターの振り返り会

授業が忙しい先生方に代わり、コーディネーターが総合学習の授業の目的・意図などを、関わ
る先生方や、関わる外部の方々（地域の方々）に共有していった。
授業の振り返り会に関しては、先生方とコーディネーターで毎回一緒に行った。
生徒の反応や授業進捗を踏まえて、授業改善を地道に行っていき「授業実施→改善」のサイク
ルを1年間回していった。
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「三刀屋高校キャリア教育推進室」がH30年度実施していくこと

H30年度実施していくこと

①「社会探究ゼミ」の実施
→教科学習×総合学習の有機的な繋がりを持った授業の実施

② ルーブリック評価・ポートフォリオ評価の実施
→社会探究ゼミを中心に各教科で授業の「効果検証」を行っていく仕組み作り
（授業改善を学校全体で行っていく機運作り）

③ 探究ノート・探究チューターガイドブックの開発
→生徒の探究活動の質、先生の探究サポートの質を上げていくための共通の
ガイドブックの開発
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三刀屋高校キャリア教育推進室が次年度実施していくこと

② ルーブリック評価・ポートフォリオ評価の実施
→社会探究ゼミを中心に各教科で授業の
「効果検証」を行っていく仕組み作り

（授業改善を学校全体で行っていく機運作り）

0.00
0.20
0.40
0.60
0.80
1.00
1.20
1.40
1.60
1.80
2.00
A 社会的課題

B 英語活用力

C 思考・創造力

D 表現・発信力

E 他者との協働力

F マネージメント力

G 前向き・責任感・チャレンジ

H 寛容さ

I 能動的市民性

J 自分を変える力

ルーブリック調査（１２５名平均値）

４月 ７月 ３月

SAMPLE



② 総学の評価方法～ルーブリック・ポートフォリオ・パフォーマンス～ ※現在検討中
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ルーブリック評価 ポートフォリオ評価

学力概念 No 資質・能力・態度（まとめると） レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

Ｂ
英語活用力
英語を使ってのコミュニケーションができるようにな
る。

英語でコミュニケーションをとろ
うとする関心・意欲・態度を持

ち、自分のことについて英語で
簡単に伝えられる。

自分の興味関心のあること
や、地域について英語で説明
できる。

地域や研究内容について、原
稿を元に英語でスピーチし、簡
単な質疑応答ができる。(CEFR
B1レベル)

地域や研究内容について、即
興で英語でスピーチし、意見
交換ができる。(CEFR B2レベル)

地域や研究内容について、ス
トーリー、データ、事例などを交
えながら英語で説得力を持っ

て主張し、議論できる。(CEFR C1
レベル)

Ｆ

マネージメント力

自分や組織での取り組みを計画性を持って進める
ことができる。

指示を受けながら作業を実施
できる。

指示を待たず、自発的かつ責
任を持って自分の作業を実施
することができる。

全体にとって必要な作業を見
出し、自分の作業に優先順位
をつけて、複数の課題に同時
に対処することができる。

作業の繋がりや、全体スケ
ジュールを意識し、チームやメ
ンバーで作業を適切に役割分
担できる。

今後のスケジュールやリスクを
把握して、リスクへの対応策を
チームで確認しながら進める
ことができる。

自らを振り返り変えて
いく力（メタ認知）
Metacognition "How

we reflect and learn"

考えの違う他者の意見や存在

を、自分や社会をより良くして
いくための重要なものと考えて
受け入れられる。

Ｉ

能動的市民性

社会を支える当事者としての意識を持ち、地域や国
内外の未来を真剣に考えることができる。

所属する集団の一員としての
自覚を持つ。

社会の一員としての自覚を持

ち、社会の抱える問題に目を
向けようとする。

集団や他者との中で、相手の
立場や考えを想像し、共感で

きる。

社会をより良くしようと、社会の
主体としての意識を持ち、社会
がより良くなるための考えを持

つことができる。

社会に貢献しようとする意欲と

自分の価値観を持ち、自ら社
会に影響を及ぼそうとする。

社会・未来を良くしようとする
志を持ち、自分自身の意見を
他者に真剣に語ることができ

る。

人格（キャラクター・セ
ンス）

Character "How we
engage in the world"

Ｇ

前向き・責任感・チャレンジ
自分を意味ある存在として考え自信を持ち、課題解
決のために自分の役割を見つけ、全力で取り組
み、決してあきらめず遂行できる。

自分を意味ある存在として考

え、物事をポジティブに捉える
ことができる。

Ｈ

寛容さ

異文化や考えの違う他者を受け入れ、思いやるあ
たたかさを持ち、協調して共に高めようとすることが
できる。

集団や他者との中で、他者を
気づかえる。

自分に自信を持ち、目の前の
課題を自分のこととして好意的
に捉えて、主体的に取り組め
る。

多様な人々へ、熱意とストー
リーを持って腑に落ちる形で
説得力ある発信を行い、共感
を得ることができる。

Ｅ

他者との協働力

異文化・異なる感覚の人・異年齢等を乗り越え、仲
間と協力・協働しながら互いに高めあえる行動が取
れる。

集団や他者との中で、決めら
れたことや指示されたことに一
人で取り組むことができる。

集団や他者との中で、自分の
役割を見つけ、個性を活かし
ながら行動でき、身近なメン
バーの支援もできる。

集団や他者との中で、他者の
良さに共感し、新たなものを取
り入れながら、共通の目標に
向かって活動を進めることが
できる。

集団や他者との中で、互いに
良い部分を引き出しながら、
win-winの関係を作ることがで
きる。ICTを活用して協働を促
進することができる。

文化や国境を越えて、社会を
変革する行動にうつし、互いに
高めあう同志としての関係を
つくれる。

集団や他者との中で、自分の
役割を見つけることができ、す
ぐに解決方法が分からなくても
考え続けることができる。

困難にぶつかっても自分の責
任を果たす努力をし、困難克
服のために、前向きにチャレン
ジし、まず行動できる。

困難にぶつかっても逃げずに

自分の責任を果たし、失敗し
てもその失敗を糧とできる。

集団や他者に対して、思いや
りをもって行動し、周囲の幸せ

を考えることができる。

考えの違う他者に対して、
ユーモアを持って接するなど、
他者との違いを楽しめる。社会

や環境の変化を前向きに捉え
られる。

現実と理想の差を踏まえなが
ら、広い視野・大きなスケール
で既知の事実について批判的
に考えることができる。

未知のことについても粘り強く
考え、自分の考えや常識にと
らわれずに創造的に考え、新

たなアイディアを生み出せ
る。

Ｄ

表現・発信力

どのような場でも臆することなく自分の考えを発信
でき、他者の共感を引き出せる。

自分の意見や考えを、集団の
前で話すことができる。

突然指名されたときでも憶せ
ず、集団の前で、自分の意見
や考えを相手に伝わるように
表現することができる。

ICTを活用したり、データや事
例を紹介しながら、自分の意
見や考えを相手に伝えること
ができる。

多様な人々へ、相手の立場や
背景を考えながら分かりやすく
伝えることができる。

目の前にある課題やその解決
のための内容を論理的に掘り

下げて考えることができる。

技能（スキル・コンピテ

ンシー）
Skills "How we use
what we know"

Ｃ
思考・創造力
物事を論理的に考え、批判的思考で掘り下げ、ス

ケールの大きな考え方ができる。

与えられた情報を整理でき
る。

メディアを活用して情報を集
め、情報を分析・評価・活用し
ながら課題を発見したり設定
できる。

自分の目標に近づく方策を考
え自ら行動することができる。

自分の目標の達成のための
行動を、常に自分自身で見直
して反省しながら、学び続け、
次の行動につなげて取り組む
ことができる。

社会の中での自分の役割や
意義を俯瞰して考え、自分の
目標と関連づけて大局的に行

動できる。

福島県立ふたば未来学園高等学校　人材育成要件・ルーブリック（7 July 2015 Ver.）

自分を変える力
自分の言動や行動を俯瞰して見つめ直し、常に改
善しようとする意識を持ち、次の行動に繋げること

ができる。

Ｊ
自分を向上させるために、自
分自身で目標を立てることが
できる。

自分を向上させるために、自
分の目標と現実の差を見つめ
ることができる。

知識

Knowledge "What we
know"

Ａ

社会的課題に関する知識・理解
一般常識や基礎学力をつけながら、世界・社会の

状況の変化やその課題を理解するための知識を身
に着ける。

地域や社会の成り立ちについ

ての基礎的な知識を得る。

地域の復興に向けた課題や、
目の前の課題についての基礎
的な知識を得る。

環境・エネルギー問題など持
続可能な社会実現に向けた課

題や、世界の状況・課題につ
いて基礎的な知識を得る。

社会の課題について、習得し
た知識を深堀し、周辺情報や
関連情報を集め理解する。

社会の課題について、目の前
の課題と関係する知識を俯瞰

してつなげ、人に説明できるレ
ベルまで理解する。

創
造

協
働

自
立

0.00
0.20
0.40
0.60
0.80
1.00
1.20
1.40
1.60
1.80
2.00
A 社会的課題

B 英語活用力

C 思考・創造力

D 表現・発信力

E 他者との協働力

F マネージメント力

G 前向き・責任感・チャレンジ

H 寛容さ

I 能動的市民性

J 自分を変える力

ルーブリック調査（１２５名平均値）

４月 ７月 ３月

概要：学校として育みたい資質・能力の定義とレベル分けをして、目指
すべき姿に対しての段階的な成長を後押しするために自分の現在地を一
連の活動のプロセスやパフォーマンスから自己評価、他者評価するもの

概要：ポートフォリオ評価は、学習の過程で創出されたものをファイルに
蓄積することで、自らの学びのプロセスを振返り、自己評価するもの。
客観的に自分の学習を振り返るためメタ認知を育てることを意図する。

SAMPLE

SAMPLE

パフォーマンス評価

概要：プレゼンテーションやレポートなどの生徒が作成したものや発表
したものを通じて、評価をするもの

プレゼンテーション レポート
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資質・能力 概要 Lv.1 Lv.2 Lv.3 Lv.4

①広い視野
(多角的な視点)

多角的な視点で物事を捉える
力

自分の疑問に思うことや関心のある
ことを自分で見つけ、本やICTを活
用して知識を得ている

地域や社会の課題について、本やICTを活
用して知識を得て、理解をしている

社会の課題について、習得した知識を深
掘りし、周辺情報や関連情報を集め理解
している

地域社会やグローバル社会の課題に関
係する知識を俯瞰してつなげ、人に説
明できるレベルまで理解している

②当事者意識
(主体性)

身の回りの課題や所属するコ
ミュニティに対してジブンご
ととして捉える力

所属するチームの一員として、消極
的な発言・行動をしていない

所属するチームの一員として、目標の達成
に向けて、意見を積極的にだすなど率先し
てチームに貢献をしている

所属するチームの一員として、目標達成
のためにチームとして、個人として常に
何をすべきか考えて、チームを牽引して
いる

社会の構成員の一員として、自分の関
心あるテーマや問題意識を持った課題
に対して、自分のできることを考えて、
行動している

③目標設定力
(計画力)

自ら高い目標を設定、目標の
実現に向けて計画を立てる力

活動の目標設定をして、活動に取り
組んでいる

活動の目標達成に向けて、計画を立てて望
んでいる

目標達成に向けて、いつまでに何をしな
ければいけないか、逆算して、計画を立
てることができている

実行していく中で計画が崩れた際にも
立て直し、実現に向けて修正し、活動
を進めている

④思考力
(批判的)

問題の原因や構造を深く考え、
因果関係を整理する力

情報や課題の内容を理解・整理する
ことができる

情報や課題について、関連する周辺知識を
多角的な視点から洗い出すことができる

情報や課題に関連する周辺知識を多角的
な視点から洗い出し、各情報を構造的に
整理することができる

情報や課題を周辺知識とともに構造的
に整理した上で、取り組むべき課題・
検討すべき論点を自分なりに設定する
ことができる

⑤実践力・実行力
掲げた目標や解決したい課題
に対して、一歩踏み出して行
動する力

自分の立てた目標に対して、後ろ向
きな発言をせず達成に向けて努力し
ている

チームで立てた目標に対して、達成に向け
て、周囲にポジティブな影響力を発揮する
ように努めている

チームの目標が達成できるかわからない
状況であっても、諦めずに最後までやり
きる姿勢をみせている

困難にぶつかっても逃げずに自分の責
任を果たし、失敗をしてもその失敗を
糧とできる前向きな姿勢を持っている

⑥自己主張・
自己表現

自分の気持ちや考え、意見を
相手に伝える力

顔見知りのメンバーで構成されたグ
ループであれば、自ら自分の意見や
考えを伝えることができる

クラスや学年などの集団の前でも、自ら自
分の意見や考えを伝えることができる

学外の人(地域の大人)に対しても、自ら自
分の意見や考えを伝えることができる

誰に対しても、どんな場でも、物怖じ
せず、自信を持って自分の意見や考え
を述べることができる

⑦協働する力
異なる世代・背景や価値観を
持つメンバーとも協働して物
事を進める力

所属するチームの一員として、消極
的な発言・行動をしていない

所属するチームの一員として、目標の達成
に向けて、意見を積極的にだすなど率先し
てチームに貢献をしている

チームや集団の中で、自分の役割を見つ
け、自らの個性を活かすとともに、チー
ムメンバーの個性を引き出すことができ
る

互いの良い部分や個性を引き出しなが
ら、互いに高め合う同士として時には
厳しいことも指摘し合える信頼関係を
つくれる

⑧振り返る力
(メタ認知)

目標に対して、自身の現状を
客観的に見つめて改善する力

自ら立てた目標に対して、「できた
こと」「できなかったこと」を振り
返っている

自ら立てた目標に対して、「できたこと」
「できなかったこと」とその「要因」も含
めて振り返り、改善をしている

振返った事実から、自らの日常の行動習
慣や行動/思考パターンの特徴や特性を考
えることができる

振り返った事実から、自分の行動や発
言がどういった自分の価値観に起因し
ているのかを考えることができる

現在作成途中
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三高生に求める資質・能力を育てるために各教科で行う取り組み

資質・能力 概要 国語 地歴
公民 数学 理科 保健

体育 芸術 英語 家庭 商業
産
社・
総学

学校
行事

◯をつけた資質能力を育むために何ができるか
授業・教授法 評価・テスト

①広い視野
(多角的な視点) 多角的な視点で物事を捉える力 〇 〇 〇 〇 〇

【国語】様々な文章に触れる。
【地歴公民】授業において多角的に考えるチャンスが多い教科であるの
で、その部分を強調しながら指導していく。
【数学】別解について
【理科】単元、他教科、実生活…授業へ入れる。
【保健体育】インターネット・新聞を活用する。

【地歴公民】テスト問題の工夫、論述の指導など
【数学】場合分けを含むテスト、分野を超えたテス
ト
【理科】総学、課題研究

②当事者意識
(主体性)

身の回りの課題や所属するコミュニ
ティに対してジブンごととして捉え
る力

〇 〇 〇 【保健体育】身近な健康問題から考えさせる。
【産社・総学】研究テーマの設定、フィールドワークでの活動
【学校行事】積極的な提案

【産社・総学】ワークシート、成果発表（PPT・論文
等）
【学校行事】LHRでの発言、感想、行動観察

③目標設定力
(計画力)

自ら高い目標を設定、目標の実現に
向けて計画を立てる力 〇 〇 〇

【商業】取得したい級を決定させ、毎時間の理解度を確認させる（Word、
Excel、簿記）
【産社・総学】研究テーマの設定、研究計画書の作成、班別自主研修の
計画

【商業】小テスト、定期試験、自己評価シート、検
定の合否
【産社・総学】研究計画書、班別自主研修の計画

④思考力 問題の原因や構造を深く考え、因果
関係を整理する力 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【国語】定期的に思考力を問う発問をする。答えが無い問いについて考
えさせる。
【地歴公民】資料・史料・グラフなどを用いて考えさせる機会を積極的
につくっていく。
【数学】学年部統一で１単元１時間、思考力を鍛える授業をする。
【理科】ペア、グループ学習、問いの工夫
【保健体育】グループ学習により深める。
【芸術】創作活動、鑑賞活動
【英語】文章読解の際、情報を読み取る力や因果関係を意識して読み取
る力を意識した発問を工夫する。
【商業】模擬問題を通し、何を表現する、知らせる資料なのかを読み取
る力を育成する。

【国語】定期考査
【地歴公民】テスト問題の工夫、論述の指導など
【数学】定期試験の問題作成に反映させる。
【理科】総合問題（テスト）
【芸術】鑑賞活動の中のWSや意見交換より（音楽の
要素に基づいた考え）
【英語】定期試験問題の工夫
【商業】データから分かりやすく発表？

⑤実践力・実行力 掲げた目標や解決したい課題に対し
て、一歩踏み出して行動する力 〇 〇 〇

【保健体育】グループノートを作成し、各役割や目標設定を記録し、振
り返りをしてグループの反省、個人の反省をすることにより、客観的に
現状を把握する。
【産社・総学】フィールドワークでの活動、班別自主研修での活動
【学校行事】役割への参加

【産社・総学】実習報告書、研修旅行のしおり等で
の振り返り
【学校行事】役割への参加

⑥自己主張・
自己表現

自分の気持ちや考え、意見を相手に
伝える力 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【国語】ペアワーク、グループ学習、記述の添削
【保健体育】⑤と同じ
【芸術】歌唱、創作活動、鑑賞
【英語】学期に１回程度のパフォーマンス評価。各単元で話す活動、書
く活動を日常的に行う。
【産社・総学】グループワークでの発言、研究発表
【学校行事】話し合いでの発言、合唱・応援合戦・デコレーション等

【国語】発表、記述物の評価
【芸術】WS、作品提出（根拠に基づいた作品←説明
入りのもの）
【英語】定期試験問題の工夫。発表活動などのパ
フォーマンス評価
【産社・総学】研究発表
【学校行事】LHRでの行動観察、合唱・応援合戦・
デコレーション

⑦協働する力 異なる世代・背景や価値観を持つメ
ンバーとも協働して物事を進める力 〇 〇 〇 〇

【理科】グループ活動、実験
【保健体育】⑤と同じ
【芸術】アンサンブル、合唱等
【商業】グループ学習により振り返る

【理科】建設的な意見、実験の評価に入れる。
【芸術】振り返りシート、実技試験
【商業】シートの作成（理解度）（メンバーの考え
方の受け入れ）

⑧振り返る力
(メタ認知)

目標に対して、自身の現状を客観的
に見つめて改善する力 〇 〇 〇 〇

【数学】宿題、週末課題
【保健体育】⑤と同じ
【英語】各授業または単元ごとの振り返り。テストノート、模試ノート
の内容の充実。
【商業】模擬問題を解いた後、振り返りによる。

【数学】振り返りシート、直しノート
【商業】シートの作成（自己評価）

現在作成途中
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三刀屋高校キャリア教育推進室が次年度実施していくこと

③ 探究ノート・探究チューターガイドブックの開発
→生徒の探究活動の質、先生の探究サポートの質
を上げていくための共通のガイドブックの開発



来年度のカリキュラム実現のためのツール（現在作成中）
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探究ガイドブック 探究チューターガイドブック

概要：生徒の探究活動の指針になるツールです。
探究の全体像がわかり、各探究プロセスにおける
ガイドとツールがまとまったものです。

概要：生徒の探究活動における学びを深め、サポートし
ていくための伴走者(メンター)としての関わり方の
ポイントがまとまったものです。

カリキュラム指導計画案・授業スライド

概要：よりよい探究活動にし、PDCAサイクルを回しより
よい探究活動をしていくためのノウハウ蓄積のためのツールです。



カリキュラムの評価について～アンケート～ ※現在内容検討中
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カリキュラム評価アンケート (生徒) カリキュラム評価アンケート (教員)

 カリキュラムのPDCAを回すために、授業の取り組みの中で生徒の反応をみることはもちろんで
すが、学期ごとに生徒・教員にそれぞれカリキュラム評価のアンケートで意見をもらうことを想
定しています。


